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こ
こ
数
年
、
地
震
活
動
の
活

発
化
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂

災
害
の
増
加
に
よ
り
、
今
ま
で

以
上
に
災
害
へ
の
備
え
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
携
帯

電
話
の
大
規
模
な
通
信
障
害
が

発
生
す
る
な
ど
す
る
と
、
平
時

で
も
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

災
害
時
や
大
規
模
な
通
信
障
害

時
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
使

え
る
0
0
0
0
0
J
A
P
A
N

（
フ
ァ
イ
ブ
ゼ
ロ
ジ
ャ
パ
ン
）
と

い
う
フ
リ
ー
ワ
イ
フ
ァ
イ
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
フ
ァ
イ
ブ
ゼ
ロ
ジ
ャ
パ
ン
と

は
、
災
害
時
に
ド
コ
モ
、a
u
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯
キ
ャ
リ

ア
が
垣
根
を
こ
え
て
無
料
開
放

す
る
、
公
衆
無
線
L
A
N
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
こ
の
、
フ
ァ
イ
ブ
ゼ

ロ
ジ
ャ
パ
ン
が
最
初
に
提
供
さ

れ
た
の
は
2
0
1
6
年
の
熊
本

地
震
。
災
害
時
は
、
大
勢
の
人

が
一
斉
に
連
絡
を
取
ろ
う
と
行

動
す
る
た
め
、
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
く
な
っ
た
り
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
が
混
み
合
っ
た
り

し
ま
す
よ
ね
。
安
否
確
認
や
情

報
収
集
を
し
た
い
の
に
、
な
か

な
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
ら
な
く
て
、
不
便
な
思
い
を

し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
フ
ァ
イ
ブ
ゼ
ロ
ジ
ャ
パ
ン
が

利
用
で
き
る
場
所
で
は
、
ワ
イ

フ
ァ
イ
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
情

報
収
集
が
容
易
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
L
I
N
E
通
話
を
利
用

し
て
1
1
0
や
1
1
9
と
い
っ
た

緊
急
通
報
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
携
帯
電
話
の

通
話
や
メ
ー
ル
な
ど
が
集
中
し

て
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
状
況

の
緩
和
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
イ
ブ
ゼ
ロ
ジ
ャ
パ
ン
は

ど
う
や
っ
て
使
う
の
？

　
使
い
方
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ワ
イ
フ
ァ
イ
画
面
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
一
覧
か
ら
、
最
上
位
に

表
示
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ブ
ゼ
ロ

ジ
ャ
パ
ン
を
選
ん
で
接
続
す
る

だ
け
。
パ
ス
ワ
ー
ド
や
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
の
認
証
は
必
要
な
く
、

す
ぐ
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
利
用
時
間
や
回
数
の
制
限

も
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
で
き
る

場
所
は
、
携
帯
キ
ャ
リ
ア
や
フ

リ
ー
の
ワ
イ
フ
ァ
イ
が
提
供
さ

れ
て
い
る
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

に
加
え
、
避
難
所
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
臨
時
の
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
か
ら
利
用
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
2
0
2
3
年

5
月
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改

訂
さ
れ
、
災
害
発
生
時
だ
け
で

な
く
大
規
模
通
信
障
害
時
に
も

フ
ァ
イ
ブ
ゼ
ロ
ジ
ャ
パ
ン
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
フ
ァ
イ
ブ
ゼ
ロ

ジ
ャ
パ
ン
は
非
常
時
の
み
で
普

段
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

“00000JAPAN”を知っていますか？
～災害時や通信障害時の公衆無線LANサービス～
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霜
降

法
の
日(

〜
７
日)

、京
都
北
野
天
満
宮
ず
い
き
祭(

〜
5
日)

国
際
協
力
の
日
、滋
賀 

天
孫
神
社
大
津
祭(

〜

1 2

日)

寒
露
、北
海
道 

ま
り
も
祭
り(

〜
10
日)

岐
阜 

秋
の
高
山
祭 (

９
日
〜)

東
京 

池
上
本
門
寺
お
会
式 (

〜
13
日)

兵
庫 

海
神
社
秋
祭
り (

10
日
〜)

和
歌
山 

竃
山
神
社
例
祭 

兵
庫 

灘
け
ん
か
祭
り(

〜
15
日)

、岐
阜 

白
川
郷
ど
ぶ
ろ
く(

〜
19
日 )

和
歌
山 

熊
野
速
玉
大
社
例
大
祭(

15
日
〜) 

栃
木 

日
光
東
照
宮
秋
季
大
祭(

16
日
〜)

、東
京 

靖
国
神
社
秋
季
例
大
祭(

〜
19
日)

国
際
反
戦
デ
ー

三
重 

伊
賀
上
野
天
神
祭(

18
日
〜)

京
都 

平
安
神
宮
時
代
祭
、京
都 

鞍
馬
の
火
祭

奈
良 

天
理
教
本
部
秋
季
大
祭
、宮
崎 

宮
崎
神
宮
大
祭(

〜
27
日)

国
連
デ
ー

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

読
書
習
慣(

〜
11
月
9
日)

、栃
木 

二
荒
山
神
社
菊
水
祭(

26
日
〜)

愛
媛 

新
居
浜
太
鼓
祭
り(

16
日
〜)

、岩
手 

釜
石
ま
つ
り(

〜
20
日)

東
京 

日
本
橋
べ
っ
た
ら
市(

〜
20
日)

、京
都 

建
勲
神
社
船
岡
大
祭

奈
良 

石
上
神
宮
例
祭
、三
重 

伊
勢
神
宮
神
嘗
祭(

〜
17
日) 

福
岡 

高
良
大
社
例
祭
・
香
川 

金
刀
比
羅
宮
祭 (

〜
11
日)

木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火

発売の目的は政府が戦
後の激しいインフレを
防止するためであった。
当時の１等賞金は当時
のお金で１０万円。

同年のシドニー五輪女
子マラソンにて金メダ
ルを獲得した高橋尚子
選手に対して、国民栄誉
賞が贈られた。

日本ビクターが世界初
となる家庭用VHS方式
ビデオテープレコーダ
「HR-3300」を発売。

１日（1967年）

当初から今日に至るま
で全国的な人気を誇り、
若者を主なターゲット
とする深夜放送の代名
詞的存在となっている。

オールナイトニッポン
が放送開始

2日（1985年）

東京都と新潟県を結ぶ
関越自動車道が、前橋IC
～湯沢IC開通により前
線開通となる。

関越自動車道
が前線開通

3日（1990年）

冷戦の影響で東西に分
かれた分断国家であっ
たが、ベルリンの壁崩壊
と冷戦終結をうけて41
年ぶりに統一される。

東西ドイツが
統一

4日（1957年）

ソビエト連邦が世界初
の人口衛星となる「ス
プートニク1号」の打ち
上げに成功する。

世界初の人口
衛星打ち上げ

7日（1946年）

衆議院での可決をうけ
て、帝国議会における大
日本帝国憲法の改正手
続きが終了し、日本国憲
法が成立する。

日本国憲法
が成立

8日（1999年）

イーネット㈱が日本で
初めてコンビニに銀行
の共同ATMを設置し
た。

コンビニATM
初設置

9日（2002年）

「ソフトレーザー脱離イ
オン化法」の開発により
ノーベル化学賞を受賞。
日本国内で話題に。

田中耕一が
ノーベル化学賞を受賞

10日（1964年）

日本及びアジア地域で
初めて開催されたオリ
ンピックであり、敗戦か
ら復活を遂げた日本を
象徴する大会となった。

第 1回東京
オリンピック開会

13日（1884年）

国際子午線会議におい
て、イギリスのグリニッ
ジ天文台を通る子午線
を経度0度とすること
が決定した。

グリニッジ子午線
が経度 0度に決定

西武ライオンズ
誕生

14日（1974年）

長嶋茂雄選手の引退試
合が行われ、試合後のセ
レモニーでは「わが巨人
軍は永久に不滅です」と
いう言葉を残した。

長嶋茂雄の引退
試合が行われる

15日（1940年）

当時のナチス・ドイツへ
の風刺をテーマとした
映画、『独裁者』がアメリ
カで初公開される。

チャップリン監督・
主演作品が初公開

16日（1923年）

ウォルト・ディズニーが
兄のロイとともにアニ
メ制作会社「ディズニー
ブラザーズ社」を興し
た。

ディズニー
創立

19日（1962年）

『ハクション大魔王』や、
タイムボカンシリーズ
など数々の人気作品を
生み出したアニメー
ション制作会社。

タツノコプロ
設立

20日（1973年）

予定より10年遅れて完
成した。現在では20世
紀を代表する近代建築
物として有名。

シドニー・オペラハウス
が会館

21日（1879年）

日本産の竹を使った白
熱電球を完成させ、アメ
リカ・ニュージャージー
州で一般に初公開した。

エジソンが白熱
電球を完成

22日（1958年）

日本初の長編カラーア
ニメーション映画とな
る『白蛇伝』が公開。その
後の日本アニメ界に多
大な影響を与えた。

長編カラーアニメ
『白蛇伝』公開

25日（1962年）

モスクワで開催された
同大会女子競技で、日本
が決勝リーグ全勝によ
り初優勝。「東洋の魔女」
と称された。

バレーボールで
全日本女子が初優勝

26日（1963年）

茨城県東海村の日本原
子力研究所で行われた。
また、1956年のこの日
には日本が国際原子力
機関(IAEA)に加盟。

日本初
原子力発電

5日（1969年）

フジテレビにて長谷川
町子原作のテレビアニ
メ『サザエさん』が放送
開始。以後40年以上続
く長寿番組となる。

『サザエさん』
放送開始

6日（1927年）

映像と音声が同期した
トーキー映画『ジャズ・
シンガー』（ワーナー・ブ
ラザーズ配給）がニュー
ヨークで封切られる。

世界初の
トーキー映画封切り

11日（1945年）

太平洋戦争終結後の日
本で初めて企画された
映画『そよかぜ』が封切
り。挿入歌の『リンゴの
歌』は大ヒットした。

戦後初の日本映画
『そよかぜ』封切り

12日（1978年）

国土計画が「クラウンラ
イターライオンズ」を買
い取り、「西武ライオン
ズ」となる。本拠地も福
岡から埼玉へ移転。

17日（1968年）

川端康成が受賞。死や流
転のうちに「日本の美」
を表現することを得意
とした。代表作は『伊豆
の踊子』『雪国』など。

日本人が初めて
ノーベル文学賞を受賞

18日（1881年）

日本初の政党「自由党」
が結成され、結成大会が
行われる。総理(党首)に
は板垣退助が選出され
た。

日本初の政党が
結成される

23日（2001年）

アップル社が携帯音楽
プレーヤー、iPodを発
表。使いやすさとシンプ
ルなデザインで全世界
で大ヒットを記録する。

アップル社が
iPod を発表

24日（1986年）

テレビ朝日系の音楽番
組。初代司会者は関口
宏。1987年よりタモリ
が司会を担当。

ミュージックステーション
放送開始

29日（1945年）
第 1回
宝くじ発売

30日（2000年）
高橋尚子に国民
栄誉賞を授与

31日（1976年）
世界初の家庭用
VHSレコーダ発売

27日（1931年）

東京・神宮競技場で行わ
れた「第6回明治神宮体
育大会」にて誕生。競技
は、走り幅跳びと三段跳
び。

日本初の
世界新記録

28日（1993年）

1994 FIFAワールド
カップアジア最終予選
で、ロスタイムでイラク
に得点され、引き分けた
ためW杯出場を逃す。

サッカー日本代表
「ドーハの悲劇」

10月（神無月・October）
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2
0
2
4
年
8
月
2
6
日 

P
R 

T
I
M
E
S

(

株
式
会
社
お
も
い
や
り
供
養)

2
0
2
4
年
7
月
5
日
　
I
N
T
E
R
N
E
T 

W
a
t
c
h

　
供
養
の
形
は
変
わ
っ
て
も
、供
養

そ
の
も
の
が
必
要
な
い
と
考
え
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
。予
算
的
な
余
裕

が
な
い
、子
ど
も
の
代
は
と
も
か
く
、

孫
の
代
に
な
る
と
ど
う
な
る
か
わ
か

ら
な
い
…
そ
ん
な
悩
み
に
お
応
え
す

る
新
し
い
お
墓
が『
お
も
い
や
り
の
お

墓
』。「
墓
石
は
用
意
で
き
な
く
て
も
、

心
を
込
め
て
供
養
し
た
い
」 「
今
は
い

い
け
れ
ど
、後
々
き
ち
ん
と
供
養
し

て
も
ら
え
る
か
心
配
…
」そ
ん
な
気

持
ち
に
お
応
え
す
る
、永
代
供
養
込

み
の
1
0
万
円
の
お
墓「
お
も
い
や
り

の
お
墓
」で
す
。

　
一
般
墓
の
平
均
購
入
価
格
は

1
4
9・5
万
円
。購
入
に
か
か
る
費

用
は
主
に
墓
石
代
、土
地
利
用
料
、年

間
利
用
料
、そ
の
他
諸
経
費
で
す
。

　「
お
も
い
や
り
の
お
墓
」で
は
、ご
遺

骨
を
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
骨
壺
に
入
れ

個
別
管
理
致
し
ま
す
。と
は
い
え
単

な
る
骨
壷
と
は
扱
い
が
違
い
ま
す
。

骨
壷
そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ
の
小
さ
な「
お

墓
」と
し
て
し
っ
か
り
と
供
養
さ
れ

る
、新
し
い
形
で
す
。墓
石
の
費
用
、

管
理
費
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
も
永
代
供
養
1
3
年
付
き
。

永
代
供
養
込
み
で

1
0
万
円
の
お
墓
！

　
I
T
企
業
の
G
O
O
D
R
E
I

（
千
葉
県
）が
手
が
け
る「
デ
ジ
タ
ル

資
産
バ
ト
ン
」。P
C
や
ス
マ
ホ
、ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
、故
人
が

残
し
て
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ

ル
機
器
の
解
析
か
ら
、ク
ラ
ウ
ド
ス

ト
レ
ー
ジ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
口
座
な
ど

に
残
る
財
産
性
の
あ
る
遺
産
の
調

査
ま
で
を
お
こ
な
い
ま
す
。代
表
の

末
吉
謙
佑
さ
ん
が
、対
応
し
た
印
象

深
い
事
例
を
2
件
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

【
ケ
ー
ス
1
】第
一
に
挙
げ
ら
れ
た
の

は
、4
0
代
女
性
か
ら
の
依
頼
で
す
。

個
人
事
業
主
と
し
て
仕
事
し
て
い
た

夫
が
急
死
し
た
た
め
、自
宅
に
残
さ

れ
た
デ
ジ
タ
ル
環
境
か
ら
、思
い
出

関
連
の
も
の
や
財
産
性
の
あ
る
も
の

ま
で
、で
き
る
か
ぎ
り
取
り
出
し
て

ほ
し
い
と
の
相
談
で
し
た
。

　
ス
マ
ホ
は
開
け
な
か
っ
た
も
の

の
、自
宅
に
残
さ
れ
た
P
C
に
は
ロ

グ
イ
ン
で
き
た
た
め
、そ
こ
か
ら

S
N
S
ア
カ
ウ
ン
ト
や
送
受
信
メ
ー

ル
、ブ
ラ
ウ
ザ
ー
の
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク

デ
ジ
タ
ル
遺
品
整
理
会
社
の

最
新
サ
ポ
ー
ト
事
例

な
ど
の
調
査
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。銀
行

口
座
の
情
報
も
拾
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
の
口
座
の
入
金
を
調
べ
て

い
く
と
、特
定
の
口
座
か
ら
定
期
的

に
ま
と
ま
っ
た
振
り
込
み
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。依
頼
者
も
知
ら
な
い

口
座
で
す
。し
っ
か
り
と
調
べ
て
み

る
と
、ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
サ
イ
ト
の

入
金
用
に
サ
ブ
口
座
を
開
設
し
て
お

り
、そ
こ
で
ま
と
ま
っ
た
金
額
に
な

る
と
、メ
イ
ン
口
座
に
移
し
て
い
た

金
銭
経
路
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

【
ケ
ー
ス
2
】暗
号
資
産
を
運
用
し
て

い
た
5
0
代
の
男
性
が
亡
く
な
っ
た

と
の
こ
と
で
、そ
の
所
在
を
確
か
め

て
相
続
対
応
で
き
る
状
態
ま
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
で
し

た
。こ
の
ケ
ー
ス
で
も
故
人
の
P
C

内
に
あ
る
、暗
号
資
産
取
引
所
の
利

用
や
ウ
ォ
レ
ッ
ト
の
所
在
を
捜
索
し

ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、故
人
は
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る
タ
イ
プ
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト

を
利
用
し
て
い
て
、そ
こ
に
暗
号
資

産
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。し
か
し
、パ
ス
ワ
ー
ド
が
分

か
ら
な
い
た
め
、改
め
て
ブ
ラ
ウ

ザ
ー
の
履
歴
を
洗
い
直
し
、パ
ス

ワ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
を
使
い

ロ
グ
イ
ン
に
成
功
。海
外
に
複
数
の

取
引
所
の
口
座
を
作
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。最
近
は
海
外
の

取
引
所
で
も
相
続
対
応
の
環
境
が

整
っ
て
き
て
お
り
、死
亡
証
明
や
相

続
手
続
き
に
関
す
る
書
類
を
提
出

す
る
こ
と
で
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
法

定
通
貨
へ
の
交
換
や
指
定
口
座
へ
の

振
り
込
み
な
ど
に
応
じ
て
も
ら
え
る

と
い
い
ま
す
。
結
果
と
し
て

1
0
0
0
万
円
近
く
の
財
産
が
見
つ

か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
P
C
の
デ
ー
タ
復
元
に
と
ど
ま
ら

な
い
デ
ジ
タ
ル
遺
品
の
調
査
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
こ
と
で
、予
想
外
の
口
座

や
収
入
源
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
と
き

に
は
、そ
こ
か
ら
新
た
な
調
査
が
始

ま
り
ま
す
。そ
う
し
て
結
果
的
に
、当

初
の
予
想
以
上
に
長
い
期
間
を
要

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。こ

の
あ
た
り
は
デ
ジ
タ
ル
に
限
ら
ず
、

遺
品
整
理
全
般
で
共
通
す
る
傾
向

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

跡
継
ぎ
が
い
な
く
て
も
安
心
で
す
。

1
3
年
後
は
合
葬
墓
に
入
り
ま
す
の

で
、無
縁
仏
に
な
る
心
配
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
日
頃
の
お
参
り
も
で
き
、年
に
1

度
は
合
同
葬
と
い
う
形
で
提
携
の
お

坊
様
が
ご
供
養
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。全
国
の
提
携
霊
園
、お
寺
に
て
承

れ
ま
す
。引
っ
越
し
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
も
、霊
園

の
移
動
が
可
能
で
す（
移
動
費
あ

り
）。

　
樹
木
葬
で
も
散
骨
で
も
な
い
、新

し
い「
お
も
い
や
り
の
お
墓
」で
大
切

な
ご
供
養
を
し
ま
せ
ん
か
？
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(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

思
い
出
の
温
泉
水
で
送
る

「
温
泉
葬
」
を
提
案

　
超
高
齢
社
会
に
生
き
る
人
々

の
心
の
豊
か
さ
と
生
活
の
質
の

向
上
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
に
関
連
す
る
事
業

を
展
開
す
る
株
式
会
社

L
I
V
E
N
T
（
東
京
都
）
は
、

お
葬
式
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
花
葬

儀
®
」
よ
り
、
思
い
出
の
温
泉
水

を
お
葬
式
に
取
り
入
れ
て
見
送

る
「
温
泉
葬
」
を
ご
提
案
し
て
い

ま
す
。

　「
温
泉
葬
」
は
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
が
好
き
だ
っ
た
温
泉
の
お

湯
を
取
り
寄
せ
、
そ
の
お
湯
で
簡

易
的
な
湯
灌
（
ゆ
か
ん
）
が
で
き

る
お
葬
式
の
演
出
で
す
。
取
り

寄
せ
が
困
難
な
場
合
は
温
泉
の

も
と
で
疑
似
的
に
演
出
を
す
る

な
ど
工
夫
す
る
こ
と
で
、
大
切
な

方
の
最
期
を
「
温
泉
の
記
憶
」
で

見
送
る
演
出
を
行
い
ま
す
。
花

葬
儀
の
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
温
泉
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
方
と
の
交
渉
か
ら
お
取
り

寄
せ
ま
で
担
当
し
、
ご
家
族
が

揃
う
場
に
お
い
て
、
お
手
元
な
ど

の
簡
易
的
な
湯
灌
を
無
料
か
つ
2
0
2
4
年
9
月
9
日

P
R 

T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
L
I
V
E
N
T
）

鎌
倉
新
書
主
催
、
第
一
回
「
終

活
川
柳
大
賞
」の
佳
作
を
ご
紹

介
。
終
活
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
て
い
ま
す
。

終
活
川
柳

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

自分史の
クライマックス

最終章
（カジ 東京都 76歳）

終活が
言えずに夫が
 「あれ、するぞ」
（大阪府 68歳）

物すてて
思い出だけは
抱きしめる

（ケセララララ 新潟県 65歳）

石
川
県
内
の
地
元
葬
儀
社

4
社
協
同
で
創
る
家
族
葬

ブ
ラ
ン
ド

　
シ
オ
タ
ニ
株
式
会
社
（
金
沢

市
）
は
、
地
元
葬
儀
業
者
３
社
と

協
同
し
新
し
い
家
族
葬
ブ
ラ
ン

ド
「
人
季
（
ひ
と
と
き
）」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
県
内
で
長
年
に
わ
た
り
信
頼

と
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
4

社
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ

の
強
み
を
活
か
し
た
葬
儀
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
全

て
の
葬
儀
費
用
を
明
確
に
提
示

し
、
透
明
性
の
高
い
料
金
体
系

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
逝
去
時
に

は
2
4
時
間
体
制
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
対
応
。
そ
の
後
は
各
地
区

の
担
当
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、

葬
儀
終
了
後
ま
で
を
受
け
持
つ

安
心
の
『
一
貫
体
制
』
で
す
。

　
人
季
の
県
内
担
当
エ
リ
ア
／
シ

オ
タ
ニ
株
式
会
社
（
金
沢
・
野
々

市
・
河
北
郡
）、
株
式
会
社
い
し
か

わ
葬
祭
（
能
美
・
川
北
・
美
川
・

小
松
）、
株
式
会
社
ハ
ー
ト
フ
ル

（
加
賀
・
山
中
・
山
代
）、
株
式
会

社
高
田
（
加
賀・大
聖
寺・片
山
津
）

2
0
2
4
年
8
月
2
1
日

P
R 

T
I
M
E
S
（
シ
オ
タ
ニ
株
式
会
社
）

ARE

葬
儀
経
営
ド
ッ
ト
コ
ム
H
P
よ
り

  

葬
儀
社
が
参
入
す
る

  

新
ビ
ジ
ネ
ス 

2/3

❷
身
元
保
証
ビ
ジ
ネ
ス

　
身
元
保
証
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
高

齢
者
の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
へ
入

院
・
入
居
す
る
際
の
身
元
保
証
人

を
引
き
受
け
、
家
族
の
代
わ
り
に

生
活
の
補
助
や
、
ご
逝
去
後
の
対

応
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。
資
格
や

設
備
投
資
は
一
切
必
要
な
い
と
い

う
も
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
業
界
背
景
と
し
て
は
、
人
手
不

足
や
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、
高
齢
者
の
家
族
に
対
し
て
強

い
関
与
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
入
院
や
入
居
時
に
協
力
が

な
い
場
合
に
は
拒
否
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
年
々
そ
の
数
が
増

加
し
て
い
る
中
、
課
題
解
決
す
る

民
間
の
社
会
資
源
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
葬
儀
事

業
に
お
け
る
、
生
前
の
見
込
み
客

と
な
り
得
る
た
め
、
取
り
組
み
は

じ
め
て
い
る
葬
儀
社
様
が
増
え
て

き
て
お
り
ま
す
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　
花
葬
儀
は
、
2
0
0
2
年
の
創

業
当
初
か
ら
お
葬
式
の
儀
式
に

家
族
の
絆
や
故
人
様
の
人
生
ス

ト
ー
リ
ー
を
付
加
価
値
と
し
て

加
え
、
ど
れ
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も

同
じ
も
の
は
な
い
、
残
さ
れ
た
人

た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
記
憶
に

残
り
続
け
る
唯
一
無
二
の
お
葬
式

を
創
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
想
い
が

基
本
と
な
り
生
ま
れ
た
演
出
が

「
人
生
最
期
の
温
泉
を
サ
プ
ラ
イ

ズ
で
叶
え
る
こ
と
」
で
し
た
。
お

葬
式
を
担
当
す
る
「
メ
モ
リ
ア
ル

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
が
、
故
人
様

が
温
泉
に
行
く
の
が
好
き
だ
っ

た
、
毎
年
必
ず
決
ま
っ
た
温
泉

地
に
旅
行
し
て
い
た
、
な
ど
の
ご

家
族
か
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
着

想
を
得
て
、
最
期
に
叶
え
て
差
し

上
げ
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
生
ま

れ
ま
し
た
。
今
も
な
お
、
温
泉
が

お
好
き
だ
っ
た
故
人
様
の
お
葬

式
で
は
、
温
泉
を
取
り
寄
せ
、
そ

の
お
湯
で
、
ご
家
族
全
員
で
大
切

な
方
の
お
体
を
清
め
る
演
出
を

無
料
か
つ
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
提
供

し
て
い
ま
す
。
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「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
火
）

二

日

（
水
）

三

日

（
木
）

四

日

（
金
）

五

日

（
土
）

六

日

（
日
）

七

日

（
月
）

八

日

（
火
）

九

日

（
水
）

十

日

（
木
）

十
二
日
（
土
）

十
一
日
（
金
）

十
三
日
（
日
）

十
四
日
（
月
）

十
五
日
（
火
）

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
年
）

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
年
）

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
年
）

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
年
）

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）

安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

 
  

     

 

 

   

  

  

  

 

友
引

友
引

十
六
日
（
水
）

十
七
日
（
木
）

十
八
日
（
金
）

十
九
日
（
土
）

二
十
日
（
日
）

二
十
一
日
（
月
）

二
十
三
日
（
水
）

二
十
四
日
（
木
）

二
十
五
日
（
金
）

二
十
六
日
（
土
）

二
十
七
日
（
日
）

二
十
二
日
（
火
）

二
十
九
日
（
火
）

三
十
日
（
水
）

二
十
八
日
（
月
）

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
年
）

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
年
）

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
年
）

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
年
）

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
年
）

三
十
一
日
（
木
）

寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
年
）

友
引

友
引

(4)  
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「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
火
）

二

日

（
水
）

三

日

（
木
）

四

日

（
金
）

五

日

（
土
）

六

日

（
日
）

七

日

（
月
）

八

日

（
火
）

九

日

（
水
）

十

日

（
木
）

十
二
日
（
土
）

十
一
日
（
金
）

十
三
日
（
日
）

十
四
日
（
月
）

十
五
日
（
火
）

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
年
）

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
年
）

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
年
）

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
年
）

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）

安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

 
  

     

 

 

   

  

  

  

 

友
引

友
引

十
六
日
（
水
）

十
七
日
（
木
）

十
八
日
（
金
）

十
九
日
（
土
）

二
十
日
（
日
）

二
十
一
日
（
月
）

二
十
三
日
（
水
）

二
十
四
日
（
木
）

二
十
五
日
（
金
）

二
十
六
日
（
土
）

二
十
七
日
（
日
）

二
十
二
日
（
火
）

二
十
九
日
（
火
）

三
十
日
（
水
）

二
十
八
日
（
月
）

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
年
）

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
年
）

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
年
）

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
年
）

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
年
）

三
十
一
日
（
木
）

寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
年
）

友
引

友
引

(5)  
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
島
田
明
社
長
は

７
日
の
決
算
発
表
記
者
会
見

で
、
傘
下
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
提
供
し

て
い
る
国
内
の
電
報
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、「
ど
こ
か
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
終
了
さ
せ
る
方

向
で
公
的
な
場
で
話
を
進
め

る
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。
利

用
の
激
減
で
サ
ー
ビ
ス
収
支

が
悪
化
し
て
い
る
た
め
。
た

だ
、
電
報
は
結
婚
式
や
葬
儀

な
ど
で
引
き
続
き
利
用
さ
れ

て
い
る
上
、
廃
止
も
許
可
制

で
、
具
体
化
に
は
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
。

　
電
報
事
業
は
、
電
気
通
信

事
業
法
の
付
則
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

西
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
み
が
「
行

う
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定

さ
れ
て
お
り
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の

契
約
約
款
や
料
金
の
変
更
は

総
務
省
が
認
可
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
電
報

取
扱
量
は
、
旧
日
本
電
信
電

話
公
社
当
時
の
１
９
６
０
年

代
に
年
間
約
９
５
０
０
万
通

と
ピ
ー
ク
に
達
し
た
が
、
近

年
は
約
３
８
０
万
通
ま
で
落

ち
込
み
、約
６
０
年
で
９
６
％

減
少
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
で
電
子
メ
ー
ル
や

通
信
ア
プ
リ
な
ど
が
登
場
し

た
影
響
が
大
き
い
。
電
報
を

利
用
す
る
用
途
も
、
ピ
ー
ク

時
は
緊
急
連
絡
が
全
体
の
８

６
％
を
占
め
た
が
、
近
年
は

慶
弔
で
の
利
用
が
９
割
以
上

と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
は
今
年
７
月
、

店
舗
・
企
業
の
電
話
帳
「
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
」の
発
行
終
了

を
公
表
。
電
話
番
号
案
内
の

「
１
０
４
」、
天
気
予
報
の
「
１

７
７
」の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

廃
止
も
決
め
、
不
採
算
事
業

の
整
理
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
日
本
人
は
掃
除
と

い
う
行
為
そ
の
も
の
に
、
宗
教

性
を
見
出
し
て
い
る
節
が
あ

る
。
そ
こ
で
今
回
は
掃
除
と
い

う
行
為
に
宿
る
宗
教
性
や
、
仏

教
や
神
道
で
掃
除
が
ど
の
よ
う

に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、

数
多
く
の
葬
儀
（
仏
式
・
神
式

問
わ
ず
）
を
執
り
行
っ
て
き
た

と
い
う
心
に
残
る
家
族
葬
の
葬

儀
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
話
を
聞
い

て
き
た
。

神
道
と
掃
除

　「
日
本
人
は『
穢（
け
が
）れ
』

を
嫌
い『
禊（
み
そ
）ぎ
』や『
祓

（
は
ら
）い
』
に
よ
る
清
浄
さ
を

好
み
ま
す
。『
古
事
記
』に
あ
る
、

伊
邪
那
美
命
が
黄
泉
の
国
の

穢
れ
を
清
浄
な
水
で
洗
う
と
、

天
照
大
神
・
月
読
尊
・
素
戔
嗚

尊
の
三
神
が
生
ま
れ
た
と
い
う

神
話
は
、
清
潔
、
清
浄
の
尊
さ

を
描
い
て
い
ま
す
」
単
に
見
た

目
を
綺
麗
に
す
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。モ
ノ（
身

2
0
2
4
年
8
月
7
日
　
時
事
通
信

2
0
2
3
年
7
月
1
3
日
　
教
え
て
！
g
o
o
ウ
ォ
ッ
チ

電
報
廃
止
へ
議
論
提
起

Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
長「
ど
こ
か
で
終
了
を
」

●
父
方
の
田
舎
の
法
事
に
て
。

会
場
に
行
く
と
一
人
に
一
つ
木

魚
が
配
ら
れ
た
。
読
経
に
合
わ

せ
て
皆
一
緒
に
叩
く
の
だ
と
い

う
。幼
い
私
と
弟
だ
け
で
な
く
、

非
日
常
の
体
験
に
大
人
た
ち
も

楽
し
か
っ
た
よ
う
で
皆
ひ
た
す

ら
木
魚
を
叩
き
続
け
て
い
た
。

い
つ
も
よ
り
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な

読
経
に
な
っ
て
い
た
よ
う
な
記

憶
が
あ
る
が
、
多
分
我
々
が

煽
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
う
。

●
通
夜
の
話
だ
け
ど
、
母
の

写
真
が
無
さ
す
ぎ
て
1
0
年
前

の
写
真
を
使
用
し
た
た
め
、
参

列
し
て
く
れ
た
方
が
皆
「
整
形

し
た
の
か
？
」
と
言
わ
ん
ば
か

り
の
顔
で
遺
影
を
見
つ
め
て
い

た
。●

お
寺
の
本
堂
で
読
経
の
い

い
声
が
響
く
な
と
、
上
を
見
上

げ
た
ら
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
し
か
も
B
O
S
E

だ
っ
た
！

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

ほ
っ
こ
り

タ
イ
ム

282930

NTT 電話帳発行部数の推移

タウンページ
ハローページ

万部
7000

年度200510 15 20 23
0

6000

5000

4000

3000

2000

1000

0

体
も
含
む
）
の
清
浄
は
心
や
魂

も
清
浄
に
す
る
と
い
う
思
想
と

い
え
ま
す
。

仏
教
と
掃
除

　
仏
教
に
お
い
て
も
釈
迦
が

「
掃
除
の
功
徳
」
を
説
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
掃
除
の
功
徳

は
、
原
始
仏
典
で
は
常
套
句
化

し
て
い
て
、
内
容
に
は
若
干
の

差
異
が
あ
り
ま
す
が
、『
根
本

説
一
切
有
部
律
』
に
よ
る
と
、

以
下
の
5
つ
の
功
徳
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。「
自
己
の
心
が
清

ら
か
に
な
る
」「
他
人
の
心
が

清
ら
か
に
な
る
」「
神
仏
の
心

が
清
ら
か
に
な
る
」「
招
集
し

う
る
善
根
を
積
む
」「
肉
体
が

滅
ん
だ
後
、
天
界
の
諸
神
に
生

ま
れ
る
」
掃
除
を
す
る
と
死
後

の
不
安
も
解
決
で
き
る
と
の
こ

と
、こ
れ
は
と
て
つ
も
な
い
功

徳
と
い
え
ま
す
。

白
装
束
で
旅
立
つ
日
本
人

　
神
事
で
も
、
仏
事
で
も
葬
儀

で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
故
人

が
シ
ミ
ひ
と
つ
な
い
清
浄
な

白
装
束
を
纏
っ
て
旅
立
ち
ま

す
。
神
道
で
は
死
は
穢
れ
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
白
の
装

束
を
着
せ
る
こ
と
の
根
底
に

は
禊
ぎ
や
祓
い
の
意
味
が
あ

る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
仏
教
で
は
葬
儀
と
は
参

列
者
が
仏
の
教
え
に
出
会
う

た
め
の
機
会
で
あ
る
と
し
て

お
り
、
故
人
を
清
潔
・
清
浄

に
し
て
見
送
る
こ
と
は
、
大

き
な
功
徳
が
あ
る
に
違
い
な

く
、
そ
れ
は
掃
除
の
功
徳
に

通
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
海
外
の
一
部
で
は
、

掃
除
は
業
者
が
す
る
も
の
だ

か
ら
、
そ
の
仕
事
を
奪
っ
て

は
い
け
な
い
と
い
う
合
理
的

な
批
判
も
あ
る
。
し
か
し
多

く
の
日
本
人
に
と
っ
て
掃
除

が
モ
ラ
ル
を
超
え
た
た
だ
の

片
付
け
で
は
な
く
、
神
事
・

仏
事
で
あ
る
以
上
、こ
れ
か

ら
も
人
が
見
て
い
よ
う
が
い

ま
い
が
行
わ
れ
、
功
徳
を
積

ん
で
い
く
に
違
い
な
い
。

神
道
か
ら
見
た
掃
除
、

仏
教
か
ら
見
た
掃
除
。
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コ
メ
ダ
珈
琲
の
「
珈
琲

の
お
線
香
」
が
人
気

　
コ
メ
ダ
珈
琲
店
と
ロ
ー
ソ

ク
の
カ
メ
ヤ
マ
が
共
同
開
発

し
た
「
コ
メ
ダ
珈
琲
店 

珈

琲
の
お
線
香
」(
7
5
0
円)

。

ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
後

の
コ
ー
ヒ
ー
粉
を
線
香
の
原

料
に
練
り
こ
ん
で
作
っ
た
、

環
境
に
や
さ
し
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
商
品
だ
と
い
い
、
本

格
的
な
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が

特
徴
な
ん
だ
と
か
。コ
メ
ダ

珈
琲
店
・
カ
メ
ヤ
マ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
全
国
の
仏

具
店
で
も
購
入
可
能
。

　
S
N
S
で
は
、「
珈
琲
の

香
り
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

が
あ
る
そ
う
な
の
で
使
っ
て

み
た
い
で
す
」「
こ
り
ゃ
買

い
に
い
か
な
い
と
」「
珈
琲

好
き
の
ご
先
祖
様
に
も
喜

ば
れ
そ
う
」
と
多
数
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

瀬
尾
製
作
所
展
示
室 

「
S
o
t
t
o
」

優
し
い
形
状
、
控
え
め

な
佇
ま
い
、
た
し
か
な

素
材
感
の
仏
具

　
変
わ
り
続
け
る
現
代
の

住
宅
環
境
に
お
い
て
、
日
々

の
暮
ら
し
に
そ
っ
と
溶
け
込

み
、
故
人
と
身
近
に
寄
り

添
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に

2
0
1
5
年
に
立
ち
上
が
っ

た
『
瀬
尾
製
作
所
展
示
室
』

が
提
案
す
る
仏
具
ブ
ラ
ン

ド
「
S
o
t
t
o
」
シ
リ
ー

ズ
は
、
多
様
化
し
た
日
本
人

の
生
活
と
故
人
へ
の
想
い
を

自
然
に
繋
げ
て
く
れ
る
祈

り
の
道
具
で
す
。

　
和
室
に
も
洋
室
に
も
合

う
現
代
の
仏
具
を
一
か
ら
デ

ザ
イ
ン
し
た
結
果
、
そ
の
形

状
は
優
し
く
、
佇
ま
い
は
控

え
め
で
、
し
っ
か
り
と
し
た

素
材
感
を
体
現
い
た
だ
け

ま
す
。
家
族
が
集
う
広
い
リ

ビ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
置
い
て

も
、
違
和
感
な
く
故
人
を

想
う
大
切
な
場
所
を
提
供

し
、
思
い
思
い
の
祈
り
の
形

に
あ
わ
せ
て
組
み
合
わ
せ
が

自
由
な
「
S
o
t
t
o 

」
シ

新ご供養アイテム  あれこれ…

【
ル
ポ
　
超
高
級
老
人

ホ
ー
ム
】

　著
者
／
甚
野
博
則

発
行
／
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

「
超
高
級
」
と
呼
ば
れ
る
老

人
ホ
ー
ム
は
、
分
厚
い
ベ
ー

ル
に
包
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

実
態
を
垣
間
見
る
機
会
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
本
書
で
は
、
超
富
裕
層

向
け
高
級
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

徹
底
取
材
。
正
式
に
取
材

を
申
し
込
む
だ
け
で
な
く
、

身
分
を
隠
し
て
の
潜
入
取

材
や
、
実
際
に
職
員
と
し
て

働
く
と
い
っ
た
体
験
を
通
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
見
え
て
こ

な
か
っ
た
超
高
級
老
人
ホ
ー

ム
の
実
態
に
迫
り
ま
す
。

【
大
切
な
人
を

失
っ
た
と
き
に
】

　著
者
／
江
原 

啓
之

発
行
／
小
学
館

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ト
江
原

啓
之
さ
ん
に
よ
る
、
遺
さ
れ

た
人
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る

一
冊
。
大
切
な
人
が
旅
立
っ

て
し
ま
っ
た
後
に
抱
く
深
い

悲
し
み
や
喪
失
感
、
後
悔

…
。
江
原
啓
之
さ
ん
の
言
葉

が
、そ
ん
な
心
に
寄
り
添
い
、

癒
し
、
前
へ
と
進
む
方
向
へ

導
い
て
く
れ
ま
す
。
あ
の
世

へ
行
く
の
は
怖
い
こ
と
で
は

な
い
と
伝
え
て
き
た
著
者

が
、「
そ
れ
で
も
遺
さ
れ
た

側
は
悲
し
み
や
後
悔
か
ら

抜
け
出
せ
な
い
」
と
い
う
声

に
応
え
て
執
筆
し
ま
し
た
。

新
刊
! 

葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

2024 年 5月 31日
マイナビニュース  

リ
ー
ズ
は
、
多
様
化
し
た
日

本
人
の
生
活
と
故
人
へ
の

想
い
を
自
然
に
繋
げ
て
く

れ
る
祈
り
の
道
具
で
す
。

【
ハ
ロ
ク
ラ
イ
ン 

ト
ー
ル
】

故
人
が
長
年
愛
用
し
た
形

見
を
そ
っ
と
そ
ば
に
置
い
て

お
く
形
見
置
き
。 

普
段
は

机
の
上
、
本
棚
の
中
な
ど
で

身
近
に
置
く
こ
と
で
、
故
人

を
い
つ
も
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
自
分
だ
け
の
大
切
な
場

所
を
作
り
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
レ
イ
モ
リ
ー
】

大
切
な
人
と
の
思
い
出
の

写
真
を
幾
重
に
も
重
ね
な

が
ら
、
暮
ら
し
と
共
に
あ
る

写
真
立
て
。
付
属
の
プ
レ
ー

ト
は
形
見
や
小
物
を
そ
っ
と

置
く
場
所
と
し
て
お
使
い
い

た
だ
け
、
大
切
な
人
と
の
い

ろ
い
ろ
な
思
い
出
を
紡
い
だ

祈
り
の
場
と
な
り
ま
す
。

【
レ
フ
ュ
ー
ム
】

大
切
な
ひ
と
へ
の
想
い
を
小

さ
な
手
紙
に
つ
づ
り
、
粉
末

の
お
香
と
と
も
に
焚
く
こ
と

の
で
き
る
紙
、
お
香
、
香
炉

の
セ
ッ
ト
。
自
分
の
心
と
向

き
合
い
な
が
ら
想
い
を
込
め

た
手
紙
を
書
き
記
し
、
香
り

と
と
も
に
届
け
る
こ
と
を
日

常
の
一
部
に
す
る
、
穏
や
か

で
静
か
な
毎
日
の
道
具
で

す
。
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発売の目的は政府が戦
後の激しいインフレを
防止するためであった。
当時の１等賞金は当時
のお金で１０万円。

同年のシドニー五輪女
子マラソンにて金メダ
ルを獲得した高橋尚子
選手に対して、国民栄誉
賞が贈られた。

日本ビクターが世界初
となる家庭用VHS方式
ビデオテープレコーダ
「HR-3300」を発売。

１日（1967年）

当初から今日に至るま
で全国的な人気を誇り、
若者を主なターゲット
とする深夜放送の代名
詞的存在となっている。

オールナイトニッポン
が放送開始

2日（1985年）

東京都と新潟県を結ぶ
関越自動車道が、前橋IC
～湯沢IC開通により前
線開通となる。

関越自動車道
が前線開通

3日（1990年）

冷戦の影響で東西に分
かれた分断国家であっ
たが、ベルリンの壁崩壊
と冷戦終結をうけて41
年ぶりに統一される。

東西ドイツが
統一

4日（1957年）

ソビエト連邦が世界初
の人口衛星となる「ス
プートニク1号」の打ち
上げに成功する。

世界初の人口
衛星打ち上げ

7日（1946年）

衆議院での可決をうけ
て、帝国議会における大
日本帝国憲法の改正手
続きが終了し、日本国憲
法が成立する。

日本国憲法
が成立

8日（1999年）

イーネット㈱が日本で
初めてコンビニに銀行
の共同ATMを設置し
た。

コンビニATM
初設置

9日（2002年）

「ソフトレーザー脱離イ
オン化法」の開発により
ノーベル化学賞を受賞。
日本国内で話題に。

田中耕一が
ノーベル化学賞を受賞

10日（1964年）

日本及びアジア地域で
初めて開催されたオリ
ンピックであり、敗戦か
ら復活を遂げた日本を
象徴する大会となった。

第 1回東京
オリンピック開会

13日（1884年）

国際子午線会議におい
て、イギリスのグリニッ
ジ天文台を通る子午線
を経度0度とすること
が決定した。

グリニッジ子午線
が経度 0度に決定

西武ライオンズ
誕生

14日（1974年）

長嶋茂雄選手の引退試
合が行われ、試合後のセ
レモニーでは「わが巨人
軍は永久に不滅です」と
いう言葉を残した。

長嶋茂雄の引退
試合が行われる

15日（1940年）

当時のナチス・ドイツへ
の風刺をテーマとした
映画、『独裁者』がアメリ
カで初公開される。

チャップリン監督・
主演作品が初公開

16日（1923年）

ウォルト・ディズニーが
兄のロイとともにアニ
メ制作会社「ディズニー
ブラザーズ社」を興し
た。

ディズニー
創立

19日（1962年）

『ハクション大魔王』や、
タイムボカンシリーズ
など数々の人気作品を
生み出したアニメー
ション制作会社。

タツノコプロ
設立

20日（1973年）

予定より10年遅れて完
成した。現在では20世
紀を代表する近代建築
物として有名。

シドニー・オペラハウス
が会館

21日（1879年）

日本産の竹を使った白
熱電球を完成させ、アメ
リカ・ニュージャージー
州で一般に初公開した。

エジソンが白熱
電球を完成

22日（1958年）

日本初の長編カラーア
ニメーション映画とな
る『白蛇伝』が公開。その
後の日本アニメ界に多
大な影響を与えた。

長編カラーアニメ
『白蛇伝』公開

25日（1962年）

モスクワで開催された
同大会女子競技で、日本
が決勝リーグ全勝によ
り初優勝。「東洋の魔女」
と称された。

バレーボールで
全日本女子が初優勝

26日（1963年）

茨城県東海村の日本原
子力研究所で行われた。
また、1956年のこの日
には日本が国際原子力
機関(IAEA)に加盟。

日本初
原子力発電

5日（1969年）

フジテレビにて長谷川
町子原作のテレビアニ
メ『サザエさん』が放送
開始。以後40年以上続
く長寿番組となる。

『サザエさん』
放送開始

6日（1927年）

映像と音声が同期した
トーキー映画『ジャズ・
シンガー』（ワーナー・ブ
ラザーズ配給）がニュー
ヨークで封切られる。

世界初の
トーキー映画封切り

11日（1945年）

太平洋戦争終結後の日
本で初めて企画された
映画『そよかぜ』が封切
り。挿入歌の『リンゴの
歌』は大ヒットした。

戦後初の日本映画
『そよかぜ』封切り

12日（1978年）

国土計画が「クラウンラ
イターライオンズ」を買
い取り、「西武ライオン
ズ」となる。本拠地も福
岡から埼玉へ移転。

17日（1968年）

川端康成が受賞。死や流
転のうちに「日本の美」
を表現することを得意
とした。代表作は『伊豆
の踊子』『雪国』など。

日本人が初めて
ノーベル文学賞を受賞

18日（1881年）

日本初の政党「自由党」
が結成され、結成大会が
行われる。総理(党首)に
は板垣退助が選出され
た。

日本初の政党が
結成される

23日（2001年）

アップル社が携帯音楽
プレーヤー、iPodを発
表。使いやすさとシンプ
ルなデザインで全世界
で大ヒットを記録する。

アップル社が
iPod を発表

24日（1986年）

テレビ朝日系の音楽番
組。初代司会者は関口
宏。1987年よりタモリ
が司会を担当。

ミュージックステーション
放送開始

29日（1945年）
第 1回
宝くじ発売

30日（2000年）
高橋尚子に国民
栄誉賞を授与

31日（1976年）
世界初の家庭用
VHSレコーダ発売

27日（1931年）

東京・神宮競技場で行わ
れた「第6回明治神宮体
育大会」にて誕生。競技
は、走り幅跳びと三段跳
び。

日本初の
世界新記録

28日（1993年）

1994 FIFAワールド
カップアジア最終予選
で、ロスタイムでイラク
に得点され、引き分けた
ためW杯出場を逃す。

サッカー日本代表
「ドーハの悲劇」

10月（神無月・October）

(８)  




